
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１９７ 

 
啄木のあしあと 

 

2025.8.24 
島 田 祥 生 

明治 40 年 5 月からのわずか 4 か月 
啄木がもっとも光輝いた時 
彼の残した足跡は 
函館の大きな大きな財産 
 
猛暑の中 
駆け足でそのあしあとを 
辿ってみました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宝来町で電車を降り 
「あさり坂」を登ってきました 
 
この突き当りを左に少し 
啄木が 4 か月を過ごしたところです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彼が主筆を務めた 
文芸誌「紅苜蓿（べにごまやし）」の第 8 巻の原稿も 
函館毎日新聞の社屋とともに灰燼に帰し 
失意の底に 
それも函館を去る引き金になったようである 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啄木の住宅から 
函館山の裾を回ると 
青柳町の函館公園に出る 
 
突き当りにある緑色の像は坂本龍馬 
なんで彼が函館に？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館公園に入って 
突き当り右の階段の傍に 
かの歌碑がある 
 
「函館の青柳町こそかなしけれ 
友の恋歌矢車の花」 
 
友に来た恋文を見せあうほどの 
打ち解けた付き合いを謳歌した 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「はこだて歴史散歩」 
北海道新聞函館支社が 
連載したものを抄録した
本が手元にあった 
 
今回そのうちの数項を 
引用させてもらいました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暑い暑い！！！ 
ものすごく暑い！ 
 
函館公園の噴水は大人気 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館公園を出て 
青柳町の電停から谷地頭終点に 

この道の突き当りを左折して 
啄木一族の墓へ 

 
前回出会えなかった 800２号車 

元気でした 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だらだら坂をあえぎながら登ると 
啄木一族のお墓が見えてきた 

 
この道を２００ｍほど行くと 

立待岬に出る 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啄木一族の墓の後ろに 
啄木の大恩人の 
宮崎郁雨のお墓と歌碑がある 
 
いつまでも 
啄木に寄り添っているようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「啄木の墓」から彼がこよなく愛した大森浜を望む 
 
山並みの右に 
こぶが三つある「三森山」が分かりますか 
その手前の海岸あたりに大きな砂山がありました 
 
砂山の砂に腹這い初恋の・・・ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さて 
その砂山の近くにある啄木小公園に向かいます 
 
坂を下りながらふと目を上げると 
駒ケ岳が 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここから大森浜を歩くのは大変 
途中まで電車に乗ることにしました 
 
来たのは何と 
これも前回会い損ねた連接車の 9603 号車 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電車を降りて歩くことしばし 
だんだん日が傾いてきました 
 
日があるうちに着いた！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啄木には 
函館山と 
大森浜がよく似合う 
 
手前の碑には 
西条八十が啄木にささげて作詞した 
詩が刻まれている 

眠れる君に捧ぐべき 

矢車草の花もなく 

一人佇む五月寒 

立待岬の波静か 

おもひ出の砂ただ光る 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海峡を望む公園に咲き誇る 
ハマナス 
 
花の季節はそろそろ終わり 
赤い実が夕日に映える 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なかなか手厳しいですね 
でもそれだけ 
「いい歌」が多い 
ということでしょう 
 
赤の傍線は 
前の持ち主が 
引いたものです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啄木が 
泣きながら 

カニと遊んでもらった砂浜 
 

それはそうと 
ここからの函館山も 
いいですねえ！！！ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽田に向けてぐんぐん上昇しています 
いい席に着きました 

いい眺めです 
啄木の墓 

友の恋歌の函館公園 
住居跡地 

大森浜 
啄木公園は見えませんでしたが 

満足満足！！！ 
 

啄木の墓 大森浜 

住居跡地 
函館公園 

啄木小公園⇒ 


